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	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【5月8日（1日目）】

《ケアマネジメントのプロセスとその基本的考え方》

(要旨)

介護支援専門員としての基本姿勢・目的・倫理といった業務を行う上で基本となる知識・技術の復習のあとに、ケアマネジメントの過程（初回面談⇒アセスメント⇒プラン策定⇒実施⇒モニタリング⇒評価⇒再アセスメント･･･）の説明を受けた。

介護支援専門員は、相談援助職として「質問力」の能力を磨く事が大切だと述べていた。それは、質問には、「考える力」を育てる・「動機付ける力」がある・「気づきを生む力」がある・「人間関係をつくる力」があるからとの事だ。

講師が特に力を入れていた部分は、アセスメント時に実際に見えている問題のみにとらわれず、潜在化しているクライエントの隠れたニーズをあきらかにする事も大切だと述べていた。本人も気づいていないニーズを明らかにする事により、その人が望む暮らしに近づく為の支援になるとの事だ。

(考察)

介護支援専門員としての基本姿勢や質問力の大切さを改めて学ぶ事が出来た講義であった。また自分の質問力のなさも痛感した為、普段の会話で訓練し「質問力」を養って行きたいと考えている。

【5月13日（2日目）】

《ケアマネジメントとそれを担う介護支援専門員の倫理》

（要旨）

　ケアマネジメントとは、社会福祉援助技術のひとつであり、ソーシャルワークの場では「対象者の問題解決に焦点を当て、それを評価しうる基礎知識と事実をつかみ、問題解決を援助していく」と述べられている。解決するための具体的手法の一つが「ケアマネジメント」であり、それを導く根拠として「アセスメント」が位置付けられている。

　介護支援専門員としての倫理⇒ケアマネージャーとして行動する際の、規範や基準とする考え方、

価値観など。（自立支援・権利擁護・利用者主体・秘密保持・中立性・公平性等）

　

(考察)

　この講義では、改めて「法」と「倫理」の違いを知る事が出来た。この２つは互いに補完関係にあり、どちらか一方だけでは、我々の生活は成り立たない。介護支援専門員も「法」のみを知り得ていても

モラル・常識といった「倫理」を持ち合わせていなければ、クライエントとの良好な関係を築く事も、その人の望む生活を守る事も出来ない。

　介護支援専門員の倫理については、「介護支援専門員倫理要綱」というものがあるとの事なので、一度は目を通しておきたいと感じた。

　

《ネットワーク作り》

（要旨）

「ネットワークが主に活用される過程」

①ケアプランの策定　②ケアプランの実施　③モニタリングとフォローアップ

　ネットワークを活用するには、まずは自分自身が活用できるネットワークの種類や詳細を知る事が必要である。例えば、制度・政策については、介護保険法はもちろんのことだが、生活保護法・障害者自立支援法・年金に関してや、健康保険などである。多くの情報を持ち、その中から対象者に合ったサービスを選択し提供する力が必要であるとの事だ。

（考察）

　多くの情報を知っていなければ、クライエントの生活は制限されたものになってしまうとの事を聞き、やはり情報収集は基本なのだと再確認した。書物を読むだけではなく、質問力を養いがてら人から聞き出し情報を仕入れていきたいと考えている。

【5月14日（3日目）】【5月27日（4日目）】

《ケアマネジメント点検演習》

(要旨)

参加者が実際に作成したケアプランで事例検討会方式で、ケアマネジメントの点検をグループワークで実施した。クライエントのニーズのアセスメントや長期・短期目標のアセスメントの再確認も実施した。

(考察)

　利用者の言葉のみにとらわれずに、質問を駆使してニーズを浮き彫りにしていく作業は大変難しく感じた。演習では、助言役の講師の言葉により「新たな考え方」「新たな見方」に気づきそれまでの考え方とは別の考え方が出来る事に新鮮な気持ちを感じた。

　隠れたニーズを導き出す作業は、１度のアセスメントでは足りないという事もこの演習で感じる事が出来たため、現場でも利用者・家族とのかかわりを持ちニーズを探っていきプランに生かしていこうと思う。

【5月28日（5日目）】

《ケアマネジメント演習講評》

（要旨）

ここでは、主にケアマネジメントについての目的・プロセスについての説明が行われた￥。

　「ケアマネジメント」

　　高齢者の本来持っている力量を引き出し、維持し、向上させる為に高齢者自身が活用できるすべてのサービスおよび援助を調整する事によって自立と生活の質を高める、介護支援専門員と高齢者との協同のとりくみ。

　「ケアマネジメントの目的」

　　生活条件や環境の整備を図る事を通じて生活の質を高めること。

　「ケアマネジメントプロセス」

1 クライエントを発見し、つながりを持つ

2 ニーズのアセスメント

3 サービス計画

4 適切なサービスの確保

5 サービスの提供と利用を確保するためのモニタリング

（考察）

　ケアマネジメントについての説明では、最低限度の生活が出来ていれば良いのではなく、憲法13条の幸福追求権を踏まえ、幸福を求め高みを目指すことがケアマネジメントの目的だと感じた。利用者の生活も毎日が同じ事の繰り返しではなく、らせん状に変化していくプランを作成しチームで連携してサービス提供をしていきたいと感じた。

　

